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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書政策課広報・報道担当☎0940（36）1055まで

行政・学びの里

住宅団地を再生
専門家会議を開催

世
界
遺
産
を
目
指
し

東
京
で
交
流
会

　
宗
像
市
は
、
県
と
福
津
市
と

共
に
「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連

遺
産
群
」
世
界
遺
産
推
進
会
議

を
組
織
し
、「
宗
像
・
沖
ノ
島

と
関
連
遺
産
群
」
の
世
界
遺
産

登
録
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
遺
産
の
価
値
を
多
く

　
市
役
所
、
市
内
各
指
定
避
難

所
（
全
38
施
設
）
で
９
月
６
日
、

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

第70回

ふるさとから
世界遺産を!

連
遺
産
群

宗像･沖ノ島と関
連
遺
産
群

宗像･沖ノ島と関

の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も

そ
の
一
つ
で
す
。

　
同
推
進
会
議
で
は
、
８
月
23

日
、
東
京
都
の
ホ
テ
ル
に
首
都

圏
在
住
の
県
出
身
者
ら
約
１
０

０
人
を
招
い
た
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
出
席
者
は
、
沖
ノ

島
で
出
土
し
た
数
々
の
国
宝
が

特
別
に
展
示
さ
れ
た
出
光
美
術

館
・
宗
像
大
社
国
宝
展
を
見

学
。
交
流
会
で
、
小
川
洋
県
知

事
は
「
来
年
度
の
推
薦
遺
産
に

な
る
よ
う
学
術
的
な
検
証
を
進

め
る
。
こ
れ
と
併
せ
て
多
く
の

人
に
本
遺
産

の
価
値
、
保

存
の
必
要
を

知
っ
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

今
後
さ
ら
な

る
登
録
に
向

け
た
機
運
の

醸
成
に
努
め

た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、

本
遺
産
を
映

像
で
詳
し
く

説
明
し
、
出

席
者
の
多
く

は
、
本
遺
産

の
価
値
の
高

さ
、
歴
史
の

深
さ
に
う
な

ず
き
な
が
ら

映
像
を
観
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
交
流
会
で

は
、
宗
像
市
・
福
津
市
で
獲

れ
た
魚
を
使
っ
た
料
理
を
提

供
。
海
に
畏
敬
の
念
を
持
ち
な

が
ら
、
海
と
共
に
育
ま
れ
た
歴

史
、
古
代
か
ら
宗
像
の
神
様
を

祭
っ
て
い
る
宗
像
の
人
々
、
大

陸
か
ら
の
日
本
の
玄
関
口
な
ど

の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
世
界
遺
産
登
録
推
進
室

☎
（
62
）
２
６
１
７会場一体となって世界遺産登録の機運を高めました（交流会の様子）

市
総
合
防
災
訓
練

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
!

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
!

　
玄
海
小
・
中
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
、
福
岡
市
消
防
局
消
防
航
空

隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
吊
り
上
げ

救
出
訓
練
や
玄
海

地
区
自
主
防
災
会

に
よ
る
水
害
対
応

実
践
訓
練
、
宗
像

消
防
署
に
よ
る
土

砂
埋
没
救
出
救
助

訓
練
な
ど
、
多
く

の
関
係
機
関
が
訓

練
に
参
加
し
ま
し

た
。

　
訓
練
に
参
加
し

た
玄
海
中
学
校
３
年
の
真
弓

明
（
め
い
）
さ
ん
は
訓
練
を
振

り
返
っ
て
、「
こ
の
よ
う
な
災

害
が
起
き
て
は
い
け
な
い
け
れ

ど
、起
き
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、

助
け
ら
れ
る
人
か
ら
、
助
け
る

人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
」。

同
じ
く
玄
海
中
学
校
３
年
の
小

波
稔
季（
と
し
き
）さ
ん
は「
災

害
が
起
き
た
と
き
、
中
学
生
と

し
て
積
極
的
に
動
け
る
よ
う
に

な
り
た
い
」
と
、
訓
練
で
し
っ

か
り
と
教
訓
を
学
ん
だ
よ
う
で

し
た
。

　
息
子
の
璃
玖
（
り
く
）
く
ん

（
玄
海
小
６
年
）
と
来
場
し
た

佐
藤
る
み
さ
ん

は
「
自
然
災
害

は
、
い
つ
、
ど

こ
で
自
分
の
身

に
ふ
り
か
か
る

か
分
か
り
ま
せ

ん
。
緊
急
の
と

き
に
し
っ
か
り

備
え
て
お
き
た

い
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
災

害
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
た

め
に
も
、
こ
の

よ
う
な
訓
練
は
大
切
」
な
ど
、

み
な
さ
ん
か
ら
は
、
防
災
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

　
災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
発
生

す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。各
自
、

日
頃
か
ら
避
難
場
所
を
確
認
す

る
な
ど
、
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
防
災
意
識
を
し
っ
か
り
と

持
ち
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
安
全
課

☎
（
36
）
５
０
５
０

ヘリコプターによる吊り上げ救出訓練

土砂に埋もれた車からの救出訓練

　市では、日の里や自由ヶ丘などの大規模住宅団地をモデルとし
て、団地の再生を探る「都市再生プロジェクト専門家会議」を立
ち上げ、第１回会合を開きました。専門家会議には、大学教授や県、
住宅メーカー、金融機関、交通事業者らが参加し、有識者や民間
事業者のアイデアやノウハウを取り入れながら、来年２月ごろま
でに提言を取りまとめる予定です。
　本市は、福岡、北九州の両政令指定都市の中間地にあり、昭和
40年代から住宅開発が活発化し人口が増加してきました。現在は、
建物の老朽化や住民の高齢化、空き家の増加などが進み、住宅団
地の再生は、本市の重点課題ともなっています。
　課題解決に向け、市では、専門家会議の他に、日の里、自由ヶ
丘地区のコミュニティのみなさんの意見を聞いたり、ＵＲ都市機
構との意見交換を実施したりして、来年３月には宗像市都市再生
基本方針を取りまとめる予定です。
■問い合わせ先
秘書政策課定住化推進担当　☎（36）１２８４

第１回都市再生プロジェクト専門家会議の様子


